
（1）　第４１２号

令和元年１２月２０日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４１２

美
術
部
大
躍
進
!!

第
52
回
島
根
県
高
校
美
術
展

時　

12
月
13
日
〜
16
日

於　

島
根
県
立
美
術
館

全
国
総
合
文
化
祭
高
知
大
会
出
品
決
定
！

　

今
年
度
は
全

県
か
ら
461
点
の

応
募
が
あ
り
、本

校
か
ら
38
点
を

出
品
、
35
点
が

入
選
し
た
。そ
の

う
ち
佐
藤
至
将

（
1-6
松四
）
の
絵
画
作
品
「
黎
明
か
ら
の
表
現
」
と

飯
塚
由
宇（
2-6
大社
）
の

映
像
作
品
「
日
本
の

ス
タ
イ
ル
」
が
全
国

大
会
推
薦
作
品
枠
７

点
に
選
出
さ
れ
、
来

年
度
の
高
知
大
会
に

出
品
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

第
52
回
島
根
県
総
合
美
術
展
（
県
展
）

時　

11
月
16
日
〜
24
日

於　

島
根
県
立
美
術
館

　

島
根
県
が
主
催
す
る
県
総
合
美
術
展
絵
画

部
門
に
２
点
の
出
品

を
し
た
と
こ
ろ
、
全

員
の
作
品
が
入
選
し

た
。
一
般
の
公
募
美

術
展
に
入
選
で
き
た

こ
と
は
、
生
徒
に
と

っ
て
大
き
な
自
信
に

な
っ
た
。

　

入
選　

絵
画
部
門

　
　

景
山
こ
ゆ
き（
3-6
三刀屋
）

　
　

福
島　

夕
映（
3-6
斐西
）

　

は
る
か
昔
の
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
は
「
新

課
程
」
で
学
ぶ
生
徒
と
し
て
高
校
に
入
学
し
た
。

新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、新
し
い
入
試
制
度
。先

生
た
ち
は
事
あ
る
ご
と
に
「
君
た
ち
は
新
課
程

だ
か
ら
○
○
し
な
い
と
」
な
ど
と
口
に
し
、
反

発
し
た
私
た
ち
は
「
俺
た
ち
は
モ
ル
モ
ッ
ト
じ

ゃ
な
い
‼ 
」と
叫
ん
だ
。は
る
か
昔
の
こ
と
で
あ

る
…
。
時
を
経
て
、
す
で
に
ど
こ
か
で
見
た
こ

と
の
あ
る
光
景
が
眼
前
に
広
が
っ
て
い
る
。
立

場
は
変
わ
り
、
事
あ
る
ご
と
に
生
徒
た
ち
に
向

か
っ
て
叫
ん
で
い
る
の
は
私
の
方
だ
。「
君
た
ち

は
新
入
試
な
ん
だ
か
ら
○
○
し
な
い
と
！
」。

　

い
つ
の
時
代
も
現
場
は
上
か
ら
の
決
定
に
振

り
回
さ
れ
る
。
来
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
へ
の
英
語
民
間
試
験
の
導
入

延
期
が
発
表
さ
れ
た
日
、
校
内
に
は
大
き
な
衝

撃
が
走
っ
た
。「
今
に
な
っ
て
…
？
」。
入
試
の

公
平
性
と
い
う
視
点
か
ら
は
疑
問
を
抱
か
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
民
間
試
験
導
入
だ
が
、
４
技
能

を
大
切
に
す
る
と
い
う
視
点
そ
の
も
の
に
異
論

は
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
受
け
手
も

送
り
手
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ

り
、従
来
の
「
読
む
」「
聞
く
」
だ
け
で
は
受
信

し
か
で
き
な
い
。「
話
す
力
」、「
書
く
力
」
を
磨

き
、
自
ら
発
信
し
て
こ
そ
他
者
と
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
、
世
界
は
遠
く
ま
で
広
が
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。
新
入
試
で
求
め
ら
れ
る
「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
」
も
大
事
だ
。
例
え
ば
、
身

に
つ
け
た
「
知
識
」
の
中
か
ら
必
要
な
情
報
を

取
り
出
し
、
そ
こ
に
基
づ
く
思
考
を
重
ね
た
あ

大
切
な
の
は
？ ―

―
 

「
今
で
し
ょ
！
」

大
切
な
の
は
？ ―

―
 

「
今
で
し
ょ
！
」

進
学
指
導
部
長

進
学
指
導
部
長

岡
　
由
美
子

岡
　
由
美
子

と
、
他
者
と
共
有
で
き
る
よ
う
な
形
で
成
果
や

結
果
を
出
す
。
そ
れ
は
議
論
に
お
い
て
生
か
さ

れ
、
他
者
の
意
見
を
自
ら
の
考
え
と
す
り
合
わ

せ
な
が
ら
、
答
え
の
な
い
問
い
の
「
答
え
」
に

限
り
な
く
近
づ
い
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
。
さ

ら
に
「
学
び
に
向
か
う
力
」
は
言
わ
ず
も
が
な
、

学
ぶ
こ
と
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
大

学
等
へ
進
学
後
の
学
び
に
お
い
て
不
可
欠
と
な

る
主
体
的
・
協
働
的
な
姿
勢
は
、
高
校
時
代
の

諸
活
動
を
通
じ
て
様
々
な
こ
と
を
体
験
し
、
振

り
返
り
を
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
培
う
こ
と

が
で
き
る
。
自
ら
に
ど
の
よ
う
な
力
が
身
に
つ

い
た
の
か
、
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組

め
ば
い
い
の
か
を
、
三
年
間
の
高
校
生
活
の
中

で
継
続
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
は
、
入
試
対
策

と
し
て
も
ち
ろ
ん
必
要
だ
が
、
何
よ
り
そ
の
人

の
人
間
的
な
成
長
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
た
こ

と
が
入
試
で
評
価
さ
れ
る
と
い
う
の
は
高
校
教

員
と
し
て
も
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

上
述
し
た
よ
う
な
「
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
」、そ
し
て
「
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
る
こ

と
」。こ
れ
か
ら
進
学
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
皆

さ
ん
に
は
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
。
日
常
の
高
校
生
活
が
ま
す
ま

す
重
み
を
持
つ
も
の
に
な
っ
て
い
く
中
、
我
々

も
皆
さ
ん
の
高
校
生
活
の
一
日
一
日
を
大
切
に
、

夢
の
実
現
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
所
存
で
あ
る
。

薬
物
乱
用
防
止
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー

健
康
福
祉
部
長
賞
受
賞

　

全
県
か
ら
126
点
の
応
募
が
あ
り
、
本
校
か

ら
は
、
原
舞
夏（
2-6
斐西
）
と
佐
藤
至
将（
1-6
松四
）

の
作
品
が
健
康
福
祉
部
長
賞
を
受
賞
し
た
。

就
職
内
定
100
％
達
成（
11
月
末
付
）

　

９
月
16
日
か
ら
高
校
生
の
就
職
選
考
が
全

国
一
斉
に
開
始
さ
れ
た
。
本
校
の
就
職
希
望

生
徒
は
し
っ
か
り
と
準
備
を
行
い
、
ほ
と
ん

ど
の
生
徒
が
第
１
希
望
の
企
業
か
ら
内
定
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

【
県
外
】
陸
上
自
衛
隊（
２
名
）・
海
上
自
衛
隊
・

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
・
㈱
渡
月
亭

【
県
内
】
島
根
県
職
員
一
般
事
務
員･

㈱
出

雲
村
田
製
作
所（
３
名
）・
日
研
ト
ー
タ
ル
ソ

ー
シ
ン
グ
㈱（
４
名
）・
㈱
ジ
ェ
イ
エ
ム
エ
ス

出
雲
工
場（
２
名
）・
ダ
イ
ワ
ボ
ウ
プ
ロ
グ
レ

ス
㈱
出
雲
工
場（
２
名
）・
㈱
松
井
島
根
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
（
２
名
）・
㈱
ア
ル
プ
ロ
ン
島
根
工

場
・
㈱
出
雲
技
研
・
㈱
エ
デ
ィ
オ
ン
・
企
業

警
備
保
障
㈱
・
㈱
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
㈱

山
九
・
三
和
興
業
㈱
・
島
根
ナ
カ
バ
ヤ
シ
㈱

出
雲
工
場
・
島
根
県
農
業
協
同
組
合
出
雲
地

区
本
部
・
㈱
日
産
サ
テ
ィ
オ
島
根
・
㈱
大
惣
・

㈱
日
新
・
㈱
ニ
チ
イ
学
館
・
ヒ
ラ
タ
精
機
㈱
・

㈱
美
作
グ
ル
ー
プ
本
社
・
㈱
ミ
ュ
ゼ
プ
ラ
チ

ナ
ム
・
㈲
信
愛
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
・
㈲
玉
木

製
麺
・
㈲
中
田
製
作
所
・
㈲
羽
根
屋
・
㈲
プ

ラ
ス
・
㈲
渡
邊
水
産（
２
名
）

就

職

状

況
原舞夏の作品

美　

術　

部

「黎明からの表現」佐藤至将

「日本のスタイル」飯塚由宇

「森」福島夕映



第４１２号　（2）

北
陵
生
健
闘
中
！

　

高
校
三
年
生
が
健
闘
を
続
け
、
次
々
と
志
望

校
へ
の
切
符
を
手
に
し
て
い
る
。今
後
、大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
向
け
て
追
い
込
み
を
行
い
、

更
な
る
成
果
を
挙
げ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。
合
格
者
の
多
く
は
、
志
望
校
へ
の
熱

い
思
い
を
持
ち
、
地
道
な
努
力
を
重
ね
、
充
実

し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
後
輩
の
皆
さ

ん
も
後
に
続
い
て
欲
し
い
。

中
央
大
学
・
国
士
舘
大
学
・
国
立
音
楽
大
学
・
神

田
外
語
大
学
・
大
阪
学
院
大
学
・
神
戸
学
院
大

学
・
広
島
修
道
大
学
・
松
山
大
学　

な
ど
に
合
格

卓　

球　

部

第
14
回
出
雲
北
陵
高
等
学
校
杯
争
奪
卓
球
大
会

時　

12
月
８
日 

於　

本
校　
　

 

　

出
雲
市
及
び
近
隣
の
小
中
学
校
卓
球
部
員
相

互
の
親
善
と
交
歓
、
技
能
向
上
と
チ
ー
ム
の
強

化
を
図
る
目
的
で
、
標
記
大
会
が
本
校
体
育
館
・

黎
明
館
・
卓
球
場
で
開
催
さ
れ
た
。今
大
会
に
は

男
子
116
名
、
女
子
68
名
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
ま
た
試
合
と
並
行
し
て
「
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー 

Ａ
Ｔ
Ｒ
ｅ（
ア

ト
リ
）」
の
妹
尾
翼
先
生
に
よ
る
指
導
者
・
保
護

者
対
象
の
ス
ト
レ
ッ
チ
講
習
を
開
催
し
、
障
害

予
防
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
の
た
め
の
ス
ト

レ
ッ
チ
に
つ
い
て
、
実
技
を
交
え
て
講
義
を
し

て
い
た
だ
い
た
。
今
大
会
は
個
人
戦
の
み
の
予

選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
い
、

男
子
は
杉
浦
大
和
選
手（
出
雲
北
陵
中
）、
女
子

は
常
松
世
名
選
手（
松
江
四
中
）が
栄
光
を
手
に

し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

杉
浦
大
和

２
位　

佐
藤
卓
斗（
出
雲
北
陵
中
学
校
）

３
位　

村
中
悠
海（
青
谷
中
学
校
）

　
　
　

小
野
泰
和（
出
雲
北
陵
中
学
校
）

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

常
松
世
名

２
位　

中
野
杏
恋（
青
陵
中
学
校
）

３
位　

小
川
音
羽（
さ
ん
び
る
ク
ラ
ブ
）

　
　
　

原　

理
菜（
平
田
仲
良
し
ク
ラ
ブ
）

 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

時　

12
月
１
日　
　

於　

ス
パ
ー
ク
出
雲

〈
高
校
男
子
の
部
2.8
㎞
〉

布
野　

隆
省（
3-1 

大社
）
５
位

〈
高
校
女
子
の
部
2.8
㎞
〉

小
瀧
愛
結
美（
1-5 

北陵
）
１
位

　

マ
ラ
ソ
ン
日
和
と
も
い
え
る
天
候
の
中
、
今

年
は
382
名
の
選
手
が
、
ス
パ
ー
ク
出
雲
、
島
根

県
立
大
学
周
辺
の
コ
ー
ス
を
力
走
し
た
。
本
校

か
ら
は
、
陸
上
競
技
部
と
硬
式
野
球
部
か
ら
選

手
が
参
加
す
る
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
補
助
、
選

手
受
付
の
役
員
と
し
て
も
参
加
し
た
。
ま
た
、

表
彰
式
前
に
は
本
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
マ
ー
チ

ン
グ
演
奏
が
行
わ
れ
、
選
手
や
応
援
の
皆
さ
ん

を
魅
了
し
た
。
参
加
し
や
す
く
親
し
み
あ
る
今

大
会
が
今
後
も
開
催
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
来
年
も
頑
張
り
た
い
。

 

（
陸
上
競
技
部　

顧
問　

別
所
美
喜
子
）

第
28
回
浜
田
―
益
田
間
駅
伝
競
走
大
会

第
28
回
浜
田
―
益
田
間
駅
伝
競
走
大
会

時　

12
月
１
日　

於　

浜
田
―
益
田

大
社
チ
ー
ム　

18
位
／
38
チ
ー
ム
参
加

布
野　

隆
省　

区
間
27
位（
８
区　

6.5
㎞
）

　

こ
の
大
会
は
、
中
学
生
か
ら
社
会
人
の
男
女

混
成
の
駅
伝
大
会
で
あ
る
。
益
田
陸
上
競
技
場

を
出
発
し
て
９
人
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
ゴ
ー

ル
の
浜
田
市
を
目
指
し
た
。
布
野
は
昨
年
に
続

き
、
大
社
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
後
半
の
長
距

離
区
間
を
任
さ
れ
、
し
っ
か
り
と
た
す
き
を
つ

な
い
だ
。

　

今
後
も
、
一
人
で
も
多
く
、
各
地
域
の
代
表

に
選
出
さ
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

 
（
陸
上
競
技
部　

顧
問　

別
所
美
喜
子
）

ラスト１キロの力走

第
15
回
北
陽
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
15
回
北
陽
マ
ラ
ソ
ン
大
会

国
体
優
秀
選
手
表
彰
式

国
体
優
秀
選
手
表
彰
式

　

去
る
12
月
10
日
、
サ

ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も

に
て
第
74
回
国
民
体

育
大
会
優
秀
選
手
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
本
校

高
校
生
で
は
少
年
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
で
５
位
入
賞
し
た

中
島
龍
馬
・
遠
藤
莉

樹
・
濱
井
倫
彦
が
、
成

年
女
子
な
ぎ
な
た
で
準
優
勝
し
た
井
上
美
代
教

諭
が
表
彰
を
受
け
た
。
こ
れ
か
ら
も
各
部
が
高

い
目
標
を
持
ち
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
う
。

吹

奏

楽

部

第
32
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

時　

11
月
24
日　
　

於　

大
阪
城
ホ
ー
ル

　

６
年
連
続
８
度
目
と

な
る
全
国
大
会
出
場
と

な
っ
た
。
生
徒
た
ち
は

「
全
国
大
会
金
賞
」
を
目

指
し
、
３
年
生
を
中
心

に
最
大
限
の
努
力
を
し

て
大
会
に
臨
ん
だ
。

　

本
番
で
は
島
根
県
並

び
に
中
国
支
部
代
表

と
し
て
、
凛
と
し
た
姿

で
立
派
な
演
奏
演
技
を

披
露
す
る
こ
と
が
で
き
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

を
い
た
だ
い
た
。
し
か

し
全
国
の
壁
は
高
く
、

銅
賞
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
目
標
と
し
て
い

た
金
賞
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
、
新
た
な
軌
跡

を
残
す
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
や
卒

業
生
の
皆
様
、
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
の

皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。 

（
顧
問　

竹
内
康
貴
）

進

学

状

況

テ

ニ

ス

部

第
13
回
中
国
高
等
学
校
新
人
テ
ニ
ス
大
会

時　

11
月
16
日　
　
　
　
　

於　

備
前
テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

１
回
戦

吉
岡
七
生（
2-5 

北陵
）　

⑥

－

１　
波
田（
宇
部
西
）

２
回
戦

吉
岡
七
生　

３

－

５
（
Ｒ
Ｅ
Ｔ
）
板
垣（
広　

陵
）

○

大
会
総
評

　

吉
岡
の
み
が
出
場
し
、
昨
年
に
続
い
て
初
戦

は
突
破
し
た
が
、
２
回
戦
敗
退
と
な
っ
た
。
こ

の
敗
戦
を
糧
に
、
次
の
大
会
に
向
け
励
ん
で
欲

し
い
。 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

第
18
回
学
年
別
大
会　

時　

12
月
14
・
15
日

於　

浜
山
公
園
な
ど

〈
１
年
生
男
子
〉
３
回
戦
敗
退

〈
２
年
生
男
子
〉
３
回
戦
敗
退

○

大
会
総
評

　

上
位
進
出
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
テ
ニ
ス
の

質
は
向
上
し
て
お
り
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
さ

ら
に
進
化
さ
せ
た
い
。 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

出
雲
地
区
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会

時　

12
月
14
・
15
日　

於　

出
雲
高
校
体
育
館

優
勝  

県
新
人
戦
ベ
ス
ト
４
シ
ー
ド
獲
得

　

決
勝
戦
の
出
雲
高
校
戦
で
は
前
半
は
良
か
っ

た
も
の
の
、
後
半
相
手
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
振

り
回
さ
れ
、
得
点
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。

　

最
後
は
何
と
か
勝
つ
こ
と
は
で
き
た
が
、
課

題
が
多
く
あ
り
、
今
後
、
県
新
人
戦
に
向
け
て

練
習
に
励
み
た
い
と
思
う
。
当
日
は
保
護
者
の

方
々
を
は
じ
め
多
く
の
方
か
ら
応
援
を
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2
回
戦　

本
校　

97

－

34　

三
刀
屋

決　

勝　

本
校　

59

－

51　

出　

雲

 

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）



（3）　第４１２号

演
奏
会
の
お
知
ら
せ

　

本
校
吹
奏
楽
部
と
合
唱
部
が
そ
れ
ぞ
れ
左
記

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来

場
を
関
係
者
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

吹

奏

楽

部

出
雲
北
陵
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　
　
　
　
　

ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日　

時
：
12
月
21
日
（
土
）

　
　
　

昼
の
部　

13
時
30
分
開
場　

14
時
開
演

　
　
　

夜
の
部　

18
時
開
場　

18
時
30
分
開
演

場　

所　

出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

合　

唱　

部

出
雲
北
陵
中
学
・
高
等
学
校
合
唱
部

　
　
　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日　

時
：
12
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
開
場　

13
時
30
分
開
演

場　

所　

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲　
白
の
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

【
受
賞
者
】

○

公
益
社
団
法
人
出
雲
法
人
会
優
秀
賞

　

佐
々
木
凱
音（
中２ 

北陽
）

《
高
等
学
校
》

　
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」に
応
募
し
た

と
こ
ろ
、
本
校
か
ら
嘉
藤
優（
1-1 

大社
）
が
出
雲
税

務
署
奨
励
賞
に
選
ば
れ
た
。
受
賞
に
際
し
、
出

雲
税
務
署
か
ら
２
名
が
来
校
さ
れ
、
本
校
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
。（
作
文
は
、最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

新
生
徒
会
長
・
副
会
長
決
定

高校
　

12
月
２
日
の
立
会
演
説
会
で
は
立
候
補
し
た

４
名
の
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
全
校
生
徒
に
自
身
の

思
い
を
伝
え
、
選
挙
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
限

ら
れ
た
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
立
候
補
者
は
し

っ
か
り
と
選
挙
活
動
を
行
い
、
９
日
の
投
票
日

を
迎
え
た
。
当
選
し
た
会
長
、
副
会
長
を
中
心

と
す
る
新
生
徒
会
に
は
、
令
和
の
時
代
に
新
た

な
歴
史
を
刻
む
べ
く
、
生
徒
会
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

○

生
徒
会
長　
　

三
宅　

優
也（
2-5 
北陵
）

○

副
会
長　
　
　

奥
井　

寛
太（
2-5 
出南
）

○

副
会
長　
　
　

船
木　

海
唯（
2-5  

松一
）

新
生
徒
会
三
役
決
定

中学校
　

12
月
２
日
に
生
徒
会
長
立
会
演
説
会
及
び
選

挙
が
行
わ
れ
た
。
立
候
補
者
た
ち
の
演
説
を
全

校
生
徒
が
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
、
そ
れ
ぞ
れ

が
し
っ
か
り
と
考
え
た
う
え
で
投
票
を
行
っ
た
。

選
挙
の
結
果
、
左
記
の
生
徒
が
新
生
徒
会
役
員

と
し
て
選
ば
れ
た
。
学
校
全
体
を
大
い
に
盛
り

上
げ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

○

生
徒
会
長　
　

奥
田
林
太
朗（
中2 

稗原
）

○

副
会
長　
　
　

荒
木　

天
花（
中2 

灘分
）

○

副
会
長　
　
　

内
藤　

亮
輔（
中1-2 

北陽
）

○

議　

長　
　
　

小
林　

典
宗（
中2 

塩冶
）

中
学
校

卓　

球　

部

第
42
回
島
根
県
中
学
校
選
抜
卓
球
大
会

時　

12
月
７
日　
　
　
　

於　

大
田
市
総
合
体
育
館

卓
球
部
団
体
惜
敗
も
、
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
！！

〈
男
子
団
体
〉
２
位

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

小
野
泰
和（
中1-1 

鏡山
）

３
位　

佐
藤
卓
斗（
中2 

塩浜
）

テ

ニ

ス

部

Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
県
予
選

時　

12
月
７
日　
　
　
　

於　

松
江
総
合
運
動
公
園

〈
15
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
16　

石
川
泰
丞（
中3 

神戸川
）

第
２
回
校
外
講
師
特
別
講
座

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
〜

　

11
月
27
日
、
校
外
か
ら
５
名
の
講
師
の
方
々

を
お
迎
え
し
、
１
年
生
は
高
齢
者
疑
似
体
験
と

デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
体
験
、
２
年
生
は
点
字
と
手

話
の
体
験
学
習
を
、
ま
た
３
年
生
は
２
班
に
分
か

れ
て
平
素
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
鳶
巣
と
川
跡
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
出
掛
け
、
清
掃
奉

仕
活
動
を
実
施
し
た
。

　

事
後
、
生
徒
か
ら
は
「
不
自
由
な
人
の
苦

労
が
理
解
で
き
た
」、「
自
分
の
甘
え
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
た
」、「
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方

へ
、
気
持
ち
だ
け
で
な
く
、
行
動
で
感
謝
の
想

い
を
伝
え
ら
れ
て
良
か

っ
た
」、「
喜
ん
で
い
た

だ
き
、
す
ご
く
嬉
し
か
っ

た
」
と
いっ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

相
手
へ
の
思
い
や
り

も
大
切
だ
が
、
自
分
自

身
を
見
つ
め
直
す
よ
い

機
会
に
な
っ
た
活
動
で

あ
っ
た
。

合　

唱　

部

第
43
回
出
雲
市
民
余
芸
大
会

時　

12
月
８
日　
　

於　

出
雲
市
民
会
館

　

こ
の
度
、
標
記
大
会
に
特

別
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

一
曲
目
は
坂
本
九
の
「
心
の

瞳
」、
二
曲
目
は
吉
幾
三
の

「
雪
國
」、
三
曲
目
は
モ
ー
ニ

ン
グ
娘
の
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
マ
シ

ー
ン
」
を
演
奏
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、
会
場
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
盛
り
上
が
っ
た
ス

テ
ー
ジ
と
な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
人
の
心
に
届
く
演
奏
を

目
指
し
、
日
々
練
習
を
重
ね
、
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
。 

（
顧
問　

太
田
裕
子
）

　

先
般
、高
校
２
・
３
年
生
普
通
コ
ー
ス
の
保
育

系
列
選
択
者
が
、出

雲
市
内
２
ヶ
所
の

保
育
園
で
そ
れ
ぞ

れ
今
年
度
２
回
目

の
保
育
体
験
実
習

を
行
っ
た
。
当
日

は
、担
当
ク
ラ
ス
の

日
程
に
沿
っ
た
活

動
の
他
、手
作
り
お

も
ち
ゃ
を
使
っ
た

遊
び
や
ぺ
ー
プ
サ

ー
ト
の
発
表
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
年
齢
や
場
面
に
応
じ
た
言
葉

か
け
、
接
し
方
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
た
。
実
習
施
設
の
皆
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
中
学
校
》

　

11
月
29
日
、
本
校
に
て
「
中
学
生
の
税
に
つ

い
て
の
作
文
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
佐
々

木
凱
音（
中2 

北陽
）
は
昨
年
に
続
い
て
の
受
賞
と
な

っ
た
。

保
育
実
習

保
育
実
習

税
の
作
文



第４１２号　（4）

出
雲
税
務
署
奨
励
賞

税
に
つ
い
て

嘉
藤　

優（
1-2 

大社
）

　

僕
た
ち
の
納
め
る
税
金
が
国
境
を
越
え

て
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。

　

国
の
収
入
源
は
税
金
で
す
。
し
か
し
日

本
は
多
く
の
国
債
と
い
う
重
荷
を
背
負
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
の
中
、
日
本
は

発
展
途
上
国
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
か
ら
生
ま
れ
る
経
済
協
力
費
を
使

用
し
貧
し
い
人
や
病
気
を
持
つ
人
な
ど
助

け
を
必
要
と
す
る
た
く
さ
ん
の
人
を
救
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
ま
ず
自
国
の
充
実
が
先
で
は
」。

　

そ
ん
な
声
も
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
僕
は
国
内
だ
け
で
な
く
世

界
中
の
ど
こ
ま
で
も
救
う
日
本
を
含
め
先

進
国
の
税
制
度
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
そ

し
て
自
分
が
納
め
る
唯
一
の
税
、
消
費
税

が
人
を
救
う
と
は
、
消
費
税
な
ん
て
お
小

遣
い
が
も
っ
た
い
な
い
、
と
思
っ
て
い
た

自
分
が
と
て
も
恥
ず
か
し
く
て
た
ま
り
ま

せ
ん
。
同
時
に
自
分
も
尊
い
命
を
救
う
協

力
が
で
き
て
い
る
と
思
う
と
何
だ
か
血
が

騒
い
で
き
ま
す
。
私
の
よ
う
に
消
費
税
は

自
分
自
身
が
助
け
を
求
め
る
人
々
へ
差
し

伸
べ
ら
れ
る
命
綱
で
あ
る
こ
と
を
日
本
中

の
人
が
知
れ
ば
積
極
的
に
税
を
納
め
て
く

れ
る
人
が
多
く
増
え
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
そ
ん
な
人
た
ち
の
購
買
意
欲

が
高
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
分
十
分

な
お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
、
よ
り
精
一
杯
働

き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
経
済
が
よ
く
回

り
景
気
が
良
く
な
り
ま
す
。
こ
の
流
れ
に

し
た
が
っ
て
国
の
充
実
へ
と
発
展
し
て
い

作
品
と
研
究

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
上
昇
気
流
に
乗
る
た
め
に
は
、
や

は
り
税
に
対
し
て
日
本
中
の
人
々
が
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
大
き
な
取
組

み
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
い
う
も
の
で
す
。
現
状
、
税
金

の
話
題
に
背
中
を
向
け
て
し
ま
っ
て
い
る

人
が
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

税
金
を
納
め
る
こ
と
へ
の
意
味
を
理
解

す
る
こ
と
で
僕
に
も
気
持
ち
の
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。
飲
み
物
を
買
い
に
行
っ
た
と

き
の
こ
と
で
す
。

「
一
〇
八
円
に
な
り
ま
す
」

　

そ
う
店
員
さ
ん
に
言
わ
れ
る
と
僕
は

一
〇
〇
円
の
価
値
よ
り
八
円
の
価
値
の
方

が
大
き
い
と
思
い
ま
し
た
。
商
品
の
価
格

一
〇
〇
円
。
人
を
救
う
協
力
と
な
る
八
円
。

そ
う
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
は
僕
も
税
の
作
文
を
書
く
に
あ
た
り

税
金
の
仕
組
み
や
目
的
を
知
っ
た
か
ら
こ

そ
思
え
た
こ
と
で
す
。

　

ち
り
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
。
こ
の
言

葉
の
よ
う
に
税
金
も
集
ま
れ
ば
、
世
界
中

の
人
を
救
う
大
き
な
光
と
な
り
ま
す
。
そ

の
一
つ
の
星
と
な
れ
る
よ
う
僕
は
こ
れ
か

ら
も
税
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

公
益
社
団
法
人
出
雲
法
人
会
優
秀
賞

消
費
税
の
増
税

佐
々
木
凱
音（
中２ 

北陽
）

　

こ
の
秋
、
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
が
８

％
か
ら
10
％
に
上
が
り
ま
す
。
な
ん
で
、

10
％
に
あ
が
る
ん
だ
ろ
う
。
僕
は
、
こ
れ

に
は
、
納
得
い
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

今
ま
で
お
こ
づ
か
い
で
買
っ
て
い
た
お
や

つ
や
マ
ン
ガ
の
値
段
が
上
が
る
と
、
僕
の

お
小
遣
い
が
減
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

で
き
る
こ
と
な
ら
税
な
ん
て
支
払
わ
な
い

で
安
く
買
い
物
を
し
た
い
と
い
う
の
が
本

音
で
す
。
で
も
、
上
が
っ
て
し
ま
う
の
な

ら
僕
は
納
得
し
て
税
を
払
い
た
い
。
そ
う

思
っ
て
税
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

今
の
日
本
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
現

役
世
代
の
減
少
と
高
齢
者
の
増
加
と
い
う

大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
て
、
税
金
や
社

会
保
険
料
な
ど
の
国
の
収
入
を
減
ら
し
て
、

社
会
保
障
の
財
源
を
を
確
保
す
る
こ
と
が

消
費
税
増
税
が
行
わ
れ
る
目
的
の
一
つ
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
消
費
税

だ
と
景
気
に
左
右
さ
れ
に
く
い
の
で
、
安

定
し
た
税
収
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
僕
は
、
他
の
税
で
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
け
ど
、
例
え
ば
、

所
得
税
や
法
人
税
を
上
げ
る
と
、
税
収
は

増
え
る
け
ど
そ
れ
で
は
現
役
世
代
に
集
中

し
た
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

し
、
利
益
部
分
に
課
税
す
る
税
金
だ
か
ら
、

不
景
気
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
税
収
が
減

っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
案
手
し
て
税
収
を
得
る
た
め
に
は
、
一

番
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
僕
は
税
が
上
が
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
、
少
し
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
。
税
に
つ
い
て
調
べ
る
中
で
、
僕

は
、
10
％
に
上
が
る
消
費
税
率
を
高
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
消
費

税
率
が
25
％
の
国
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
僕
は
驚
き
ま
し
た
。
日
本
の
10
％

な
ん
て
低
い
方
じ
ゃ
な
い
か
！

　

し
か
し
、
な
ぜ
25
％
の
消
費
税
率
も
あ

る
他
の
国
々
は
、
批
判
を
し
な
い
の
だ
ろ

う
。
実
は
、
た
く
さ
ん
支
払
っ
て
い
る
税

金
で
、
充
実
し
た
社
会
保
障
が
還
元
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
医
療
費
や

教
育
費
が
無
料
に
な
る
。
こ
れ
は
、
全
て

の
国
民
が
病
気
に
な
っ
て
も
、
安
心
し
て

病
院
に
行
っ
て
手
当
て
し
て
も
ら
え
た
り
、

平
等
に
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
日
本
で
は
と
て
も
問

題
に
な
っ
て
い
る
待
機
児
童
が
ゼ
ロ
。
お

母
さ
ん
が
働
き
や
す
く
な
る
育
児
制
度
も

充
実
し
て
い
る
ら
し
い
。
税
を
た
く
さ
ん

払
っ
て
も
、
国
民
の
生
活
が
苦
し
い
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う

に
、
税
金
が
高
く
て
も
、
安
心
し
て
生
活

す
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
方

が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
僕
は
、
消
費
税

が
上
が
る
こ
と
に
つ
い
て
は
納
得
し
ま
し

た
。
消
費
税
を
払
う
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の

生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、

払
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

ま
だ
ま
だ
僕
の
よ
う
に
増
税
を
よ
く
思
っ

て
い
な
い
人
も
多
い
し
、
ち
ゃ
ん
と
払
っ

た
税
金
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
社
会

に
な
る
の
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
す
。

僕
に
で
き
る
こ
と
は
、
き
ち
ん
と
税
金
を

払
う
こ
と
で
す
。
も
し
安
心
し
て
暮
ら
せ

な
い
世
の
中
に
な
っ
て
い
た
ら
、
ま
た
考

え
直
せ
る
よ
う
に
税
金
の
知
識
を
身
に
つ

け
て
お
き
た
い
で
す
。
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